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3 アンケートと集計の迅速性   

従来我々が行っていたアンケート調査は，アンケー  

ト用紙で一対比較を行ってもらい，その結果をコン  

ピュータに入力し，計算を行うという方法であった．  

そのため，一つは一対比較値が見にくいためアンケー  

トの記入が困難であったこと，もう一つはコンピュー  

タヘの入力に時間がかかるという問題があった．そ  

こでこれらの問題を解決するために，Excelによる  

アンケートソフトを作成した（図1）．   

このアンケートソフトでは，各一対比較評価項目  

が一つずつ表示されるためそれぞれ独立に一対比較  

評価が行える．また，用紙による評価での一村比較  

値の見にくさが解消できる．さらに，時間の短縮と  

いう面では，アンケートソフトの結果を集計ソフト  

に貼り付けることにより，これまで時間のかかって  

いた入力作業を省くことができる．   

そして，集計ソフトではExcelの自動マクロに  

より，集団区間の設定，グループAHPによる計算  

（ASNOP使用）のための入力ファイルの作成，および  

計算結果の読み込みが容易に行えるため，アンケー  

トから集計までの作業時間が大幅に短縮できる．   

4 フィードバック能力   

我々は，数回にわたる集団合意形成の調査により  

フィードバックによる評価のばらつきの調整の必要  

性を強く認識した．そこで集計ソフトには，計算結果  

や評価のばらつきのグラフの表示などフィードバッ  

クに必要と思われる情報の作成機能を取り入れた．  

その主な情報は以下の通りであり，これらの情報は  

自動マクロにより作成される．  

●評価のばらつきを表示するグラフ．   

●グループAHP法により求めた各項目のウエイ   

トの表示   

●グループAHP法により項目のウエイトを求め  

る際の集団としての一対比較値の幅，およびそ  

の区間内で求められた最適一対比較値の表示．   

●各評価者が行った一対比較と計算により求めら  

れた最適一対比較値の差異の表示．   

1 はじめに   

近年，日本においても能力あるいは成果評価主義  

が進み，企業における年俸制等の導入はますます増  

加する傾向にある．そこで問題となるのが，能力評  

価における評価基準の重要性が各評価者ごとに異な  

る点である．この評価のばらつきが大きいと能力評  

価システムが崩壊し，組織に重大な悪影響を及ぼす  

と予想される．   

集団における評価者のばらつきを調整し，論理的  

に合意形成を行う方法として，我々は以前から独自  

のグループAHP法［1，2．3】を提案し，数回にわた  

り某企業の人事評価における合意形成についての調  

査を行っている．その結果，一つ目は，アンケート  

調査と集計にかなり時間がかかること，二つ目は，  

評価の事前に会議による合意形成を行ったにもかか  

わらず，調査の結果にはかなりばらつきがあること  

が確認できた．このような場合に対する有効な手投  

として，著者らはデルファイ法的手法によるフィー  

ドバックを提唱しているが，実際の調査からも必要  

であるということが強く認識できた．   

従って，実際に提案した方法をより効率良く行な  

うためには，迅速にアンケート集計かできる何らか  

のソフトが必要になる．そこで我々はExcelをベー  

スに，最適化にはASN■OPを使用した人事評価にお  

ける合意形成のためのアンケートソフトとアンケー  

ト集計ソフトを作成した．本発表ではExcelによる  

ソフトの紹介をする．   

2 ソフト作成の目的   

このソフトを作成した最大の目的は，以前から我々  

が提案しているグループAHP法を用いて，人事評  

価における合意形成を効率的に行うことである．従っ  

て，このソフトには以下の性質が必要となる．   

1．アンケートとその集計が迅速に行えること．   

2．評価を行った各評価者に，評価のばらつき具合，  

グループAHP法により求めた集団の項目のウ  

エイト，各個人の一対比較値によるウエイト等  

を容易にフィードバックできること．  

－84－  
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



悲出題鉦副  睾旧師専1刹，闇   
・   

∵
彗
首
弓
望
遠
 
 Flキーを押すとヘルプ廿l表示されます。  

－ 
に㌻羊－‾‾‾▲師0隠「仙‾‾ー－▲‾▲「 

図1：アンケートソフト   

●各評価者の一対比較値から従来のAHP法によ  

り求めた各項目のウエイトと一村比較の整合皮  

の表示．  

これらの情報を各評価者にフィードバックするこ  

とで，評価者は自分の評価と他の評価者の評価，集  

団としての評価の違いを把握できる．そして，その  

後数回のアンケート調査を行うことでメンバーの評  

価のばらつきを調整できると考えられる．  

5 パラメータの設定の容易さ   

我々は提案したモデルで，二つのパラメータを定  

義している．一つは，集団の区間設定における区間  

帽を決定するパラメータ，もう一つは，意見の強さの  

扱いに関するパラメータである．これらのバラメー  

タはASNOPによる計算プログラムの入力ファイル  

で指定する．集計ソフトでは，ダイアログボックスに  

よりこれらのパラメータを容易に変更できる．従っ  

て，この集計ソフトはパラメータの変化による計算  

結果の分析等，パラメータについての研究にも大き  

な役割を果たす．   

6 ぁわりに   

以前我々が提案したモデルにより効率的に合意形一  

成を行うためには，一対比較評価からモデルによる   

計算までの作業時間の短縮が望まれる．そこで今回  

作成した合意形成支援ソフトを用いれば，一対比較  

に関するアンケートからアンケートの集計までの大  

幅な時間短縮が可能となる．また，各評価者にフィー  

ドバックに必要な情報を提供できるので，評価のば  

らつきの調整が容易に行えると考えられる．その結  

果，効率的な合意形成が可能となる．   

今後の課題としては，アンケートからアンケート  

集計までの作業をインターネット等のネットワーク  

上で行いたいと考えている．  
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